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新しい福岡市無電柱化推進計画の骨子案について

１ 報告の趣旨

無電柱化の推進に関する施策を定めた「福岡市無電柱化推進計画(R3～R7)」(以
下、現計画という)が、計画期間の満了を迎えることから、「新しい福岡市無電柱
化推進計画」(以下、本計画という)の策定に向けて検討を進めている。

今回、本計画の骨子案について報告するもの。

原案の検討 最終案
作成 策定

（２）計画期間

令和８年度から５年間（令和８年～令和12年）

２ 骨子案について

本計画は、「無電柱化の推進に関する法律」により策定を推奨される計画であり、
福岡市道路整備アクションプランの個別計画として、関連計画である福岡市地域防
災計画等と整合を図り、福岡市における無電柱化の推進に関する施策を定めるもの。

（１）計画の位置付け

福岡市道路整備アクションプラン

新しい福岡市無電柱化推進計画

・福岡市地域防災計画
・福岡市ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ基本計画
など

関連計画

道路分野における実施計画

無電柱化に係る個別計画

国の法律・計画
無電柱化の推進に関する法律

無電柱化推進計画

着手 骨子案 原案 最終案

策定
年度初頭(予定)

9月議会 3月議会

計画の検討
(無電柱化推進のあり方検討委員会)

●12月
骨子案

第１回
●

福岡市総合計画
基本構想 基本計画

福岡市都市交通基本計画
交通政策の基本指針

基本とする
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国の次期無電柱化推進計画の骨子案や福岡市地域防災計画、道路整備アクション

プラン２０２８などを踏まえ、以下のとおり、「無電柱化推進の基本方針」及び、

「無電柱化の推進に関する施策の主な視点を整理したもの。

（３）無電柱化の推進に関する基本的な方針

【市民の意見（ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ2028 策定時）】

【福岡市道路整備アクションプラン２０２８】

【国の無電柱化推進計画骨子案（R7.12公表）】







【福岡市地域防災計画】
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【参考】現計画

方針１：防災

１．緊急輸送道路の無電柱化

災害時における人命救助、消防、物資輸送などの応急活動に不可欠な緊急輸送を確保
するため、緊急輸送道路や幹線道路で、約19.1kmの無電柱化工事に着手

市街地（DID地区）の緊急輸送道路の無電柱化着手率を34%(R2末)から41%(R7末)に向上

方針２：安全・円滑な交通確保

２．生活関連経路の無電柱化
緊急輸送道路でかつ福岡市バリアフリー基本計画で定める生活関連経路で、約2.8kmの

無電柱化工事に着手

方針３：景観形成・観光振興

３．良好な景観形成・観光振興のための無電柱化
景観形成・観光振興に資する道路で、約1.8kmの無電柱化工事に着手
 Fukuoka East & West Coastプロジェクトとして、志賀島地区、北崎地区の2路線(志賀

島和白線、福岡志摩前原線)で整備を完了

方針４：まちづくり等に合わせた無電柱化

４．開発事業やまちづくりと連携した無電柱化
区画整理や再開発事業と合わせて、約10.0kmの無電柱化工事に着手
九州大学箱崎キャンパス跡地の周辺道路で整備を推進(300m/2,040m完了)

無電柱化の推進に関し総合的かつ計画的に講ずる施策

５．緊急輸送道路における電柱
緊急輸送道路などにおいて、道路法第37条に基づく新設電柱の占用制限を実施

６．新設電柱の抑制
開発等においては、無電柱化法第12条を踏まえ、事業認可や開発許可の際の事前協議等

を通じて、道路上に電柱を新設させない指導を徹底

７．コスト縮減の推進
浅層埋設方式を標準適用とし、コスト縮減を推進
電線管理者の管路や特殊部など既存ストックを活用し、新設費用を抑制(志賀島和白線)

８．事業のスピードアップ
工事現場に常設の作業スペースを設けることで、毎日の掘削・埋め戻し作業を省略す

る「工事ヤードの常設化」の導入に向けた試験施工を実施(福岡空港線)

９．占用料の減免
無電柱化を一層推進するため、地中化されている電線などの占用料について、架空線

よりも低い占用料を設定する国の方針に準じて減免

10．推進体制および地上機器の高付加価値化
市と電線管理者で構成する「福岡市無電柱化推進プロジェクトチーム」において、コ

スト縮減や工期短縮といった課題解決に向けた取り組みを実施
地上機器の新たな活用として、大博通りにおける世界水泳の広報や、須崎公園南交差

点付近における福岡市民ホール周辺の案内マップ、筑紫口中央通りにおける地域の賑
わい創出を目的としたアート作品の掲示などを実施
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市街地(DID地区)の緊急輸送道路の無電柱化着手率
⼯事着手した路線延⻑÷市街地(DID地区)の緊急輸送道路の総延⻑

34%
(43.3km/124.8km)

45%
(56.1km/124.8km)

41%
(50.6km/124.8km)

R2末策定時 R7末予定R7末目標成果指標

指標１：無電柱化工事の着手延長（方針別）

【参考】現計画における成果指標と進捗状況

指標２：無電柱化工事の着手率（防災分野）

「防災」を目的とした無電柱化着手延⻑
緊急輸送道路及び幹線道路等における⼯事着手延⻑ ― 34.4km 19.1km

R2末策定時 R7末予定R7末目標成果指標

「安全・円滑な交通確保」を目的とした無電柱化着手延⻑
バリアフリー基本計画における生活関連経路等の⼯事着手延⻑ ― 2.8km 2.8km

「景観形成・観光振興」を目的とした無電柱化着手延⻑
街並みや⾃然環境などとの調和を図る道路における⼯事着手延⻑ ― 2.5km 1.8km

まちづくり等に合わせた無電柱化着手延⻑
区画整理や開発⾏為等に合わせた⼯事着手延⻑ ― 13.8km 10.0km
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